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空孔ならば)ra.te人で新 しく粒子を生む｡ 本講演では､このプロセスが拡散 (各粒子が
その最近接格子へ fate上)でホッピングする)を伴った場合について報告 した｡
このプロセス(difusivecontactprocess- DCP)の生成作用素Qは次で与えられる2)o
Of(り)-∑ C(I,l)If(qS)-I(rl))+ ∑ D(I(恥y)-I(rJ)), (1･1)
3∈Zd 3E,y:q(3)=1,71(y)=0,l3;-yl=1
但 し､C(I,り)-n(x)+A(1-7(I))∑y:13-,I=1り(y),ふ≧o,D≧0,であるo また rlに対 し
て､r73は xでの､T1Xy は a:と yでの配置を入れ換えたものを表す.
DCPはattractiveなので2)､各 Dに対 して唯一の臨界値入Ed)(D)を持つことが示せるO
各 Dで､入<入Ed)(D)のときには任意の初期状態から始めても十分時間が経つと粒子はす
べて消滅 して しまい (extinction)､入>入Ed)(D)のときには6｡(i.e.r7≡0)以外の任意の




態を初期状態としたとき､時刻 i一 〇〇の極限においても粒子が残存する確率 (survival
probability)をq(A)と書 くことにするo特に､A-(xl(格子点 x一点のみ)としたと
きの surviVallPrObabilityを p(A,D)-q(tx))と書 くと､この p(右D)はいわゆる order
parameterと見なせることが示せる.すなわち p(A,D)-0ならば 入< 入C(D)であり､
p(A,D)>0ならば 入>入C(D)である｡また､(1.1)の生成作用素 0を用いると異なった
初期状態の survivalprobabilityの間に成 り立っべき等式 (一種の相関等式)を導 くこと
ができる3)O他方無限粒子系の一般論から､有限個の格子点からなる任意の集合 A,Bに
対 して submodularityと呼ばれる次式のような不等式が DCPにおいて も成 り立サ事が
導かれる2)0
q(AUB)+q(AnB)≦q(A)+cr(B)･ 範2.1)








この下限は D-0のとき 1/(2d-1)であるが､D について単調減少関数であって､
刀 - 00の極限ではコンタク ト･プロセスに対 して平均場近似が与える臨界値である
1/(2d)に収束するo
§3.人td)(D)の上限について
HoleyとLiggettは 1978年に､拡散を伴わないコンタク ト･プロセスの臨界値 (す
なわち 入㌘)(0))に対 して､次式のような非常に良い上限を与えている5)0
入Ed'(o)≦ 芸･ (3･1)
我々は､拡散を伴 うDCPの場合にも彼 らの議論が適応できるかどうかを検討 した｡彼









加関数であって､Dー ∞ で √百に比例 して発散 してしまう.
§4,Discussion
我々は拡散を伴 うコンタク ト･プロセスの臨界値 Atd)(D)に対 して厳密な下限と上限
を得ることができた｡ しか しながら､その下限は βの減少関数であるのに対 して､上限
の方は増加関数であり､この二つでおさえられる領域は βとともにだんだんと広がって
しまう. このため臨界値の ｢拡散度｣D依存性を調べるという我々の当初の目的には残
念ながらあまり役に立たない｡ この問題には､別の手法が必要である様子である｡
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